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Environment Educational Significance of the Scale up of the Light Pollution Survey Area
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　Abstract: We investigated the light pollution by observing stars at the night sky in 
Sakuragaoka junior high school and Sendai city. The environmental investigation in two 
different scales indicates that the difference of the scale of environmental recognition 
provides a different aspect of environmental targets. In the investigation in the school 
district, the viewpoint is based on the ground; however, in the investigation in Sendai city, 
the viewpoint becomes bird’s-eye view. This environmental program can become one of the 
good teaching materials to promote an environmental recognition by different scale.
　キーワード : 光害調査活動、スケール、スケールアップ、環境認識、教材開発
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( 児童向け資料集 ) のために行われた仙台市全域の光










































































































　図 3 が仙台市域光害マップ ( 仙台市教育委員















































　(平成 16 年 10 月 6 日から 18 日にかけて調査実施 )
図２．学区域スケールの光害マップ (長島ほか (2003) による桜丘中学校学区の調査結果 )
図３．仙台市教育委員会編 (2004) による仙台市域スケールの光害マップ
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　中景と遠景の違いは、認識している範囲の大きさの
違いだけではなく児童生徒の視覚を通した環境認識の
質的な違いにつながっている。図 4はこのことを光害
調査を例にして環境認識の方向という観点から整理し
たものである。
　学区域スケールは、児童生徒の目線から見ているス
ケール、児童生徒が直接的に環境を認識するスケール
であり、光害調査活動でいえば、観察地点における「下
から夜空を見上げる」という環境認識の方向を意味し
ている。
　仙台市域スケールは、広く見渡すスケール、まさ
に鳥瞰的な視点での環境認識スケールということにな
り、光害調査でいえば、観察地点における「上から地
表を見下ろす」という環境認識の方向を意味している。
　地球温暖化問題、国境をこえた大気汚染問題などを
自らの課題としてとらえることのできるような児童生
徒を育成するためには、この 2つの方向の環境認識能
力を育成する必要がある。そのために巧妙に組み立て
られたスケールアップ型学習プログラムを構築してい
かなければならない。
　本稿では、学区域スケールと仙台市域スケールの光
害調査活動を事例として、環境認識の方向性を意識し
た環境学習の意義に言及してきた。学区域スケールの
学習で培われる直接的に体験できる環境の変化をとら
える能力、仙台市域スケールでの学習で培われる広い
範囲で環境の変化をとらえる能力、どちらも環境教育
上育成しなければならない重要な能力である。
　光害調査活動を通して作成される光害マップは人工
衛星データなどを取り入れることで日本全体スケール
あるいは地球全体スケールでの教材化への道も開かれ
ている。そういった意味で筆者らは光害マップ教材を
スケールアップ型教材として位置づけ、その意義を十
分に果たすことのできる教材であると考えている。
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図 4．スケールの違いが環境認識の方向性に与える影響

